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価値と分配について

ー一分配理論における価値と生産価格一一

岡 本 義 行

I はじめに※

ドップ， ミーグらのイギリス経済学者ほ，スラザファ理論をリカード=マル

クス的アプローチの現代的再生とみなしてきた九他方， スラッファ理論の評

価をめくって， フランスのマノレクシ且トである deBrunho旺とイギリス・ケ

yブリッジの Eatwellとの聞に，最近論争が行われた九この論争には新たな

論点を見出すことはできないけれども，両者の立場が明瞭に現われている。

ドク・プノレγ ヌホッフは旦ラップァ理論を次のように評価する。見ラッファ

理論には，マノレク九経済学に固有な概念，たとえば，可変資本，労働力などの

概念がないので，剰余の分析ができないと主張するのである。それに対して，

マルクス経済学の本質的な欠陥は転形問題の未解決にあって，スラッファ理論

はこの問題を回避しつつ剰余分析を可能とすると，イートウェノレは主張する。

剰余分析と転形問題は，まさに労働価値論の問題である。以下では，分配理

論の理論構造のもとで，転形問題を考察することにより，労働価値論の理論的

機能を検討する。そこではじめて，スラグファ理論との比較可能な地平が現わ

れる。次いで，スヲッファ理論の核心である不変り価値尺度論が，いかなる意

味をもつかを検討する。全体にわたって，スラップア経済学の視点からマノレク

※ ζの小論は経済学史学会関酉部会報告をまとめたものである.報告作成にあたって，討論の機
会を与えてくださった菱山玖授をはじめとする掛究会白方々 に記して感謝する。

1) [7J[18J[ユ9J重量照。

2) 論争に関する論文は， [8J [9J [10J <D他にも発表されたが，重要性をみとめないのでふれ

ない“
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月経済学を見た場合の帰結を問うこととなる。

『商品による商品の生産』の副題は r経済理論批判序説Jであり，経済理

論とは限界生産力理請を指す3)。 それゆえ， スラヅファ理論を通してマルクス

経済学を見ることは，スヲヅファ経済学に対する一つり解釈であるともいえる。

ところで， 以卜の議論ではマルクス経済学り価値を数式的に定義する九そ

して， ιの価値にワい亡論理を展開する。従来の価値論研究には一切ふれなし、。

E節で，仮定およびそプノレを述べるolll節では，価値と価格の関係を分阻理

論に関連させて述べる。 W節では，相対価格と分配の問題を， V節では，不変

の価値尺度について論じる。 VI節は，まとめとして，価値の理論的機能および

それと不変の価値尺度との関係を述べる。

Il仮定モデ}~

次の仮定をおく。

(a) 経済体系はn部門からなり，どの商品も直接間接に，すべての生産に使

用される九

(同 唯一の本源的生産要素は労働である。

(c) 各部門は直接労働を必ず雇用する。

(d) 資本はすべて流動資本である。

(e) 均等利i閏率が支配する。

(!) 単一商品のみが生産される。

記号を次のように定義する。

f面f庖ベクター ; A=(，i"ん λ〕

{回格ベクター ; p~ (p" p" ......， p") 

労働投入ベクタ ; L=(ん，102• ちん〕

3) [44J pp. V-VI 量扇風

4) 価値についての普通の定式化である [21J[26J回

5) 著静財および害修財にのみ入る賢本M<i体系から排犠しているが，以下の議論には膨響はな
し、。
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賃金財へクター ; B= (bh bz， bn)' 

生産係数行列

f::1 
生産係数行列は，非負，生産的，かつ分解不能を仮定する。

産出量ベクター x= (Xh X2， Xn)' 

全雇用労働量 ;N~LX二1

貨幣賃金率 ，切

実質賃金率 ，曲

均等利潤率 r 

極大利潤率 r*' 

剰余価値率 e 

価値体系

商品 zの価値を，直接労働と生産手段に体現した〔間接〕労働の和と定義すれ

ば，

(1) A~AA+L 

生産係数 A の仮定より，正のく絶対)仙値を得る。

ところで，単位時間当りの実質賃金は均等化するであろうから，剰余価値率

も均等fじする。均等な剰余価値率はめ

(2) 
1-AB 

eニ ABー

なお，商品 zで価値価格を定義すれば，

A;~A/À;~O，;， λ2ι みつ

価格体系

価値体系との対応を可能にするために，まず賃金が前払いであると仮定するo

また，賃金財 B は生存水準に固定され工いるものとするo 相対価格は Pι タ

6) B は労働一時間当りの質金財バλケットー
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ームで担l陥れているものとしようの。すなわち，

(3) p，二 1

ζのとき，相対価格，賃金，および利潤率の関係は，

(4) P=(l+r)(PA+PBL) 

(4)' P=(l十?っ(PA十日，L)

ここでは.w，=PB 

次に，賃金の水準が上昇して W，を越え，労働者が剰余の分前を獲得するも

のとしよう丸町e を越えた部分を剰余賃金町s とすれぽ，価格方程式は，

(5) P=(l+γ) (PA+w，L)十wsL

ここで"w=w.十四s

とすればペ

(6) P=(l+のPA+叩 L

(5)および(6)においては，分配本が外生的に与えられねぼならない。賃金を与

件とする。いうまでもなし与えられた賃金の範囲では.IEの倒格および利潤

率が保証きれる。

III 価 値 と 価 格

最初に，個別商品 Jの価値と価格との関係を検討する。

(4)'よりlOL

(7) pj=即，(1十r)んj+即，(l+r)'lu+ー十町，(1十r)弘1J+

(j~l. ......• n) 

んは部門 J の生産に投下された直接労働(むしろ，支払われた賃金総額叫(1十け

んと考えるべきである). 1υ は部門 J の生産手段として入る商品の生産部門に

7) ニュメレールは個別町商品でも合成商品でも無差別である。
8) [351 ~8 奉障問

9) 分配関係と相対価格之の関保を吟味する文脈においては.(5)を(6)に書換えても失うも白はない。
10) P=w.(1十r)L[I-(l+吋A]-l

において. [[-([+けA]-lをノイマン級敢に分解すれば，
P=w.(l十r)L[I+(1+けA十 (1十 ，.)2A2+...]
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投下された労働の総量，さらにその生産手段，そしてそのまた生産手段という

ように無限に論理的時聞をさか昇って，各段階の労働量(賃金支払い額)に展開

したものが(7)である。価格 P;が分配の変化とともに変動することは明かで

ある。

他方，商品 jの価値は同様にして，

(8) ん=lOJ + llj十・+九一1)十一

であるから，分配関係から独立している O

ところで，ん=んである商品 m が存在したとしても，労働量の時間的配分

が異なれば，pj=pmとはなりえない。労憧量の時間的な分布によってはくこれ

は技術により制約される)，同一労働量が投下されながら，分配の変化につれて，

p，>pm， p;<pm， そしてさらにあ>p舗と相対価格の再逆転が生ずるととがあ

る11)。 ζ の現象によって， 資本論争12)のトピックスの一つであった re-switch.

ing13l が生ずるのである。

以上みたように，個別的商品の価値と価格との聞には，一般的関係を設定で

きない14)。例外は，矛出閣率がゼロの場合である由。このとき， (7)と(8)より，

iう2士士叩eAj

であるから

p;/ぁ=ん/ん=J../

商品 zで測定した相対価格と価値価格は等しい。

ついで，諸商品の集計量についてはどのようなことがいえるであろうか。

総価値ニ総価格命題について。すなわち，

(9) l'X=AX 

11) [35J !48参照。

12) [12J参照@

13) 利閏率。変化に対して，同ーの技荷が非連続に使用される可能件である D well-behavedな牛
産関数への反証白ひとつである [12Jc. 4参照し

11) (38)において，栖値価格が生産価格を巾附すると結論している。 しかし.i時するとほどの
ような意味であるかが関われねばならない。

15) 労働価値論i/"純粋に成立ナる場合である.
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一般に(9)が成立する保証はない'"。価値に代えて価値価格の場合を考えても，

一般にはこの命題は成立しない。

総剰余価値=総利潤命題について。

同 P[I-A-BL]X=A[I-A-BL]X

(9)と同様に，Bという賃金水準の相対価格体系のもとで， (10)が一般的に成立す

るとはいえない。したがって，集計量についても，価値と価格との間に何らか

の規則的な関係を見出せそうにもない。

この結論をもって，ポノレトケヴィチ以後の転形論争叩を一瞥してみよう。転

形論争では，三部門のそデノレ加を使用して，それぞれの価値で評価された不変

資本(C)，可変資本(11)，および剰余価値(めを，いかに価格に転形するか

とU、う形で問題が提起された。すなわち，

。1) lc+… C，十v;十S2=a2

C，十 V3+~弘=α、

を価格体系に転形可能かと。

(C，x十V，y)(1 +r) =a，x 

同 ~ (C2x十九y)(日 )=a，y

(C3x+ V，y)(l十γ)=aaz

ただし.X， y， Z，は，それぞれ不変資本，可変資本，および剰余価値の価値か

らの価格のカイ離率であるo ah a2， aaは各部門の商品価値を表わす。 また，

7 は均等利j閏率。 ωを解くためには，未知数，X， y， Z， rに対して，方程式の

16) 賃金が叩a の水準。とき， 19凶3成立すると先験的に主張できる理由はない。 次元町異なる価
値と価格を量として比較することは無意味である。

17) 追加方程式に関する論点以外はふれない。 なお，論争については [2J[3J [5J [6J [1的
[17J [34J [37J [39J [41J参照.

18) 論争はほとんど同一¢基盤でなされた。しかし，モデル[l1Jは重大な失陥を含んでいるーす
なわち，各部門内での価値と価格との比例性を仮定している.ζ の難点を避けようとすれ低資
本の有働YJj帯成が異なる部門ごとの非集計的(われわれの採用した〉モヂパとなる。このとき，
もはや，所与の労働量を価格ヘ転形できるかどうかとL寸問題設定はされえない。したがって，
1'1のような物的ターム C価橋を決定するよとを転静とミ クはみなヲ [19J。
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数が一本不足である。そこで，追加すべきか方程式はいかなるものが適切であ

るかが議論された。すなわち，ニュメレーノレとして，

(付 金のカイ離率を 1とする o z=l 

(ii) 総価値=総価格。 al+a2+向 =alx十a，y十a，z
(1i~ 総剰余価値=総利潤。

S，十S2十Sa=alX十a2jl+asz-(C1X十C2X十C3X+V，Y+ V，y十円Y)

どれを選ぶべきかが問われた。

転形問題を解くためには， (i )(i;)(>吋のどれもが無意味である。なぜなら，転形

問題とは，価値と価格との聞にし、かなる関係が存在するかを問う ζ とであるか

らであるυ ここで，追加された方程式は，どれも，価値と価格との間に関係を

前提しているのである。

資本の有機的構成に関する，いくつかの価値・価格命題がある n すなわち，

資本の有機的構成が社会的平均に等しい部門では，価格は価値からカイ離しな

い。資本の有機的構成が社会的平均よりも高い(低い〕部門では，価格は価値よ

りも大きい(小さい〕。資本の有機的構成が社会的平均よりも高い(低い〕部門で

は，賃金の騰貴に対して，価格は下落(上昇〉する，などである。ところが，

価値次元で定義された資本の有機的構成(価値構成というべきであろうか〉は，価

格タームの資本集約度19)に必ずしも対応しないので，一般的に上記の命題を証

明できない。また，より本質的には， (1)および(4)のもとでは，部門聞の相互依

存があるために，生産手段に含まれる他部門の生産条件に影響され，当該部門

の資本構成だけを根拠にしては，価値・価格関係について何もいえない。した

がって，資本の有機的構成に関する価値・価格についての命題は一般には成立

しない'")。

このように，価値と価格との聞に定量的な関係を見山す試みには越え難い障

間資本集荊度示!zは，樹価格，すなわち分醐係が変化すれば変化する.

20) [25Jは資本の有機拍構成田定義が正確ではない. また，二部門モデルより得た結論を 般化
している。
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害が存在する Q

残された価値と価格についての命題は，剰余価値と利潤とに関するものであ

る。 Morishima-Setonequa.tion21)を取上げよう。この式は，価値の次元で定義

された剰余価値率と価格の次元で定義された利潤率とを結びつける。次のよう

な手続きをとる。

均衡成長の産出量 Xホである(4)の双対式を利用する。 (4)の双対式は，

同 X*=(l十r)(A+BL)X*

ここで.X*=(Xl*' X2ヘ ー・・> x，，*)'二三O

X本は定数倍を無視すれば一意的に決主る。この Xキを(1)と(2)から得られた式

に右から乗ずれば，

同 AXホコAAX*十 (l+e)ABLX*

他方，同に左から A を乗ずると，

4骨 AX*=(l十γ)A(A+BL)Xキ

(14)と(1暗より. MorIshima.Seton equationを得る。

dBLX* 
世司 r= AAX前十ABLX*e

この(1暗において.A， B， L，および X*は正ないし非負であるから，eキOであ

れば e>γ となる。また，e>Oのとき，ア>0であると左は明かである回。これ

より，利潤が存在するためには， 剰余価値の存在が必要であると結論される23)o

eは必要労働と剰余労働との比率R すなわち労働量で集計した賃金財とそれ

に対応する剰余生産物との比率で表現した分配関係である。他方，rは，いうま

でもなく，価格で集計した利潤と生産手段との比率で表わした分配関係である。

ところで， 同は賃金財パスケット B を所与として得られた f と eの関係

式である。それでは，同において，剰余価値率で表わした分配率の動きと利潤

21) (21) p. 68， (26)事照。

22) [261 87ベジ事照。

23) サミユエノレソンはこれらの関係を逆に読もうとする。すなわち，剰余白存在のためには利潤が
必要であると， (32)， (43)参開w
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率で表わした分配率の動きとは対応するであろうか。剰余価値が量として利潤

の大きさを規定し亡いるかどうかである。

B はベクターであるから rを一定にとどめる B の要素の組合せは多数存

在する24)。その異なる組合せは異なる eに対応する。同様に.eを一定にしな

がら rを変化させる B の要素の無限の組合せが存在する。 したがって r

!- eは一義的に対応しているとはいえない。すなわち， 定量的に，剰余価値

が矛Ijj1習を規制しているとはいえない。 Mは次のように解釈できる。定性的な関

係として，幸町聞が存在すれば剰余価値が存在し，剰余価値が存在すれば利潤が

存在すると。このことから，剰余価値率は搾取関係を明かにするには有効な概

念であったとしても，分配関係の表示という意味では，剰余価値率が手刷司率よ

りもすぐれて重要であると考える理由はない。

要約すれば，われわれの定式化のもとで，残された価値の理論的機能は，利

潤の源泉としての剰余価値の存在を明かにする点においてである。しかも，こ

の命題はあくまで定性的な関係である。

IV 分配の変化と相対価格

賃金がベクタ -Bで与えられれば. (4)より

fニ (1十r)P(A十BL)

ι〈二で.A+BL=A*とすれば，

制 P可1-(1十円)Aキ]ニO

P のフロへニウス根として辻戸が決まるので，利潤率けも確定する。

賃金財ハスケット Bが変化するものとする。パァ、ケットの構成商品が全て

同一方向に変化すれ出，賃金の変化の方向を容易に知ることができる。しかし，

パλケットの構成要素が，一部は増加しでも，一部が減少すれば，ベグターの

ままでは賃金の動く方向を判断できないの λ カラ で賃令の犬小を比較するに

は価格で集計すればよい。ところが，現実には，貨幣賃金から賃金ハスケット

24) 異なる E が同-0)フロヘニウス根をもてばよし、。
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Bを取出すことは非常に困難であると同時に，賃金水準が生存賃金凹eを越え

て上昇した場合，同ーの組合せから成る賃金財の集合という概念を合理化する

ことは容易ではない問。そこで，賃金は貨幣タームあるいは何らかの商品ター

ムの実質値で表わされていると考える。賃金を(3)で測定した実質賃金で表示す

る。

賃金を Fι で測定する場合には困難な問題が生ずる。問題の所在を相対価格

の変化との関連で明かにする。 (6)に関して議論を進めるが，その乙とで失うも

のはない。また，賃金の水準は W，を越えて変化するものとする。

いま， (6)の価格および賃金は(3)，すなわち p，のタームで測られている。 p畠

を含む価格体系は分配率〈賃金〕の関数であるから，資本集約度不均等という現

実的仮定のもとでは，分配の変化があれば全ての価格は必ず変化する26'0 すな

わち，体系内のどのような商品あるいは合成商品をエュメレーノレにしようと，

相対価格体系は変化する。かも分配の変化があれば必ず変化するc しかし，p， 

をニュメレーノレとすることはあ=1とおくこと，すなわち p，は不変であると

仮定することに他ならない。それゆえ，分配変化にともなう Fι の変化は，あ

で測定する他の価格および賃金の変化にしわょせされる。利潤率と賃金の関係

を示す要素価格フロンティアから， この現象が見られる27)0 Pι タームの賃金と

利潤率 f の関係は 1図である。なせ、なら，分配の変化 (rの変化〉は p，を

変化させ.p;の変化がそのタームの実質賃金に影響するからである。

25) 剰余が賃金に支払われれぼ，個人的選好の余地も入る。
26) N節および [24)74ヘージ参照。
27) [6)で P/w=p"， とおけば，

dP，，， ~.，，，.，， dP 
コポ=九A十(!+r)つずA

dP， 
つ喜子=P，A[1-(!+r)A]">u

よって，

話L>u
したがって，ど四ような商品で測った賃金も矛町閏率と逆方向に動しすなわち，要素価格フロソ
ティ 7は右下りに単調である。什論参照.
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ω! ωn 

? 。
2 刈

o 
国

したがって，分配の変化に影響を受けないニュメレールで賃金を測定すれば，

賃金と利潤率との相反関係が2図のごとく直線を摘し

一般的にいえば，価値(価格〕決定と分配決定との相宣依存が，賃金と利潤率

との関係を不明瞭にする原因である。リカードがく不変の価値尺度〉を探求し

た理由もこの点にあった回。 また，限界生産カ理論においても，同様な問題が

異なる姿をもって，現われることは，近年のヶ yブリッジ資本論争の中で明か

にされたmL

剰余型の分自白星論抑(われわれ白モデルはこり型に属す〕のもとで， 価格決定と

分配決定とを分離するために必要な数量は次0)条件を満たさねばならない。

げ分配上の変動から独立していて，利潤率を決定する与件の一部とみな

しうるような数量である」こと，および

(吋 「その数量とそれによって測られる資本の価値〈価格 筆者〕とのあい

だr既知の関係を仮定することができるような数量J(傍点ば原著者〕であ

ることである叩J

投下労働量は分自己には依存しない数量ではあるが((イ)を満たすL 価格との直

28) [2η[28)参照D

29) 集計的モデルについては皆本論争t問題にされた[1幻[13)参照ー 非集計的そデルについて
は純収入率の均等花1達成されない[J11事鳳

30) 利潤あるいは賃金のうち 方を与えて，他方を残余として決定する分配理論。
.'l1) [11] 3.9-胡ページ参照L

γ 
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接的関係は存在しない ((b)を満たさない〕。 転形問題の原因である。リカードの

ごとく 32L 現実経済の商品(金のような〕が不変であるための条件を求めると問

題設定すれば，商品であれば価格をもっているので〔佑)を満たす)， (イ)の条件を

問うこととなる。

剰余型の分配理論においては，価格決定と分配決定を分離しなければ，利潤

率の決定において循環論に陥いる。したがって，価値(価格〕と分配の理論を兎

結するには，価値〔価格)決定と分配決定を独立になしうる数量，官なわち不変

な商品を必要とする。この数量の必要性は，単なる指数問題にあるのではなく，

抽象度の高い理論モデルの不可欠の環である点にある。この意味で単なる資本

測定上の問題ではない。したがって，ひとたび賃金の変化を認め，そして貨幣

賃金を与件とすれば，当該分配理論の構造において，転形問題が本質的重要性

をもって現われる。

V 不変の価値尺度と標準商品

(1)および(ロ)は一般的な要件にすぎない。より具体的な不変の価値尺度が満た

すべき条件を求めよう。

部門 j

pj=(l十γ)L;a'jp，+即 lj (j=1， ......， n) 

において，分配の変化にもかかわらず pjが変化しない条件は，

々 dr
事"友FZad十(1+r)L;a" a';;， 十lj (j= 1，......， n) 

dp 
において，友寸=0より，

~~ -drL;品，p，=d日 lj (j=1，......， n) 

すなわち，

drzむ-=......=三年:

32) リカ ドは労働量をも不安と考えていた.
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資本集約度均等の条件が得られる。したがって，相対価格が分配の変化にもか

かわらず不変な体系は，資本集約度が均等な体系である制。 また，資本集約度

が不均等であれば，分配の変化とともに価格は必ず変化するともいえる。

この資本集約度が不均等な体系のもとで，分配が変化したとき，その変化に

よって生ずる利潤の変化分と賃金の変化分の絶対額が等しいような資本集約度

をもっ部門 Zでは，同変化分が相殺されて，その商品価格を変化させる必然性

をもたない。 ζ の部門 zは，いわば社会的平均の資本集約度目部門である汽

ところが部門 tの資本集約度は，分自己の変化が生じれば，相対価格が変化する

ので，変化する。かくて，部門 tの生産T段を構成する諸商品も， その諸商品

の生産に入る諾商品ふ……と無限にさか昇って，官官門 tと同ーの資本集約度

をも介ねば，資本集約度の社会的平均という概念は無意味になる。資本集約度

が社会的平均からなる体系で生産された商品の価格は，分配変化に対して不変

である35)0 しかし，資本集約度が不均等な経済体系には， ζの条件を満たす商

品は存在しないであろう。けれども，価格変化を打消すように産業群を調整す

ることができれば，その生産物〔合成商品〉の価格は変化しない。すなわち，部

門の規模〔産出量)を変化させて，社会的平均とみなすζ とのできる産業を会成

すればよい開。

そのような産出量は体系が極大手町閏率をもっ場合の双対である。町三Oのと

き， (6)は，

同 P紳士(l+r<'*)P紳 A i. e P料 [Iー (1+r<'勺A]=O

ただし，P料は極大利潤率 f叫のときの価格ベクター。

同より

帥 X帥ニ (l+r料 )AX仲 i.e [I~(l十r料)A]X件二O

ただし， X帥 =CXl帥 X:，:*ヘー ， X，，**)，>O 

33) 資本集約度均等の体系のもつ特徴については (24)審問。
34) iパランスを保つ l割合"， [351ロ 16参照D

35) 詳しくは， (35J C. 3参照咽
36) (24) 82ベジ参照。
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この産出量を(8)に適用すれば，

凶 (1+1キネ)PAX仲ニ(l+r)PAX材+即LX帥

現実体系と同ーの労働量を標準体系側も雇用するものとすれば，すなわち更

N=LX=LX料 =1

また， X料の合成商品の単位を

ω r**PAX材 =1

とすれば，そして，仰のタームで賃金主担]冠すれば，すなわち，

申請 出 - r**占X**

次の関係，仰で測った実質賃金と利潤率との関係，

例 γ=r材 (1一曲料〉

を得る。 X柑の割合で合成した商品ハスケットを標準商品とよぶ。標準商品

を生産する標準体系では，投入と産出との商品構成比率が同一である。この体

系は， リカ ドの穀物比率論に類似したー財モデルである叩。 したがって，相

対価格の変化に影響されずに利潤率を決定できる。すなわち，資本の大きさは，

側 (x，料 +X2**+' +X".**) 

のスカラー倍として，価格に依存することなく測定できる。いうまでもなく，

帥に価格をウエイトしたとしても，測定結果は不変である。

標準商品をエュメレーノレと古れば，要素価格フロンティアは凶であるから，

形状は 2図を示す。賃金の変化に対して，標準純生産物 f帥 PAX柿は不変で

あるからである。したがって，標準純生産物は社会的平均の部門構成で生産さ

れた商品とみなすよとができる甜。すなわち，

← rPAX件*=日LX料

価格体系(6)に対して，凶をニュメレールとすれば，論理的な矛盾に陥らずに利

潤率を決定することができる。この型の分配理論が論理的に完結したといえる。

37) 穀物比率論との類似は [42)告用可ー財モデル左しでの利潤率の決定白仕方位 (24)85くージ

幸四日

38) ミークは標準商品と賢本の有機的構成の社会的平均部門との聞に掴似を見出している(18)。
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VI まとめ

投下労働量が理論の基本的構造(価値と分配由理論〕のもとで占める役割は次

の二点にあった。第一点は， リカードの注目した，経済諾量聞の中で，唯一与

件とみなす乙とが Cきる数量であることにある"弘 これを前提にしながら第二

点は成立する。労働聞の搾取関係， すなわち分配関係を明示的に表現できると

いうことである。

投下労働量は価格とは具なる単位〔次元〉で定義されている。かくて，価格体

系の側面からみれば，投下労働量は重きの単位で測られた岩や長さの単位で測

られた橋と同様に，無関係なもの主映る。投下労働量左価格を結ぶリングが存

在しないからである。しかし，労働量と価格とを関係づける手だてがないわけ

ではない。労働量の価格表現が賃金であるから，この賃金を媒介にすれば，支

配労働量が得られる。そこで，相対価格体系のもとでの，ある商品が支配する

労働量はその商品に対して相対的に勤しこの場合，労働力の価格，すなわち

賃金は他の商品の価格と何らかわるところはないぺ

他方，標準商品の価額は相対価格の変化とともにかわる。したがって，分配

の変化につれてその価額は変化する。しかし，標準純生産物の価格額の動きは，

分配の変化，すなわち賃金の変化に対して不変であるように動〈のである。標

準商品は相対価格体系にあって，分配の変化に対して唯一不変の数量といえる。

この機能を労働価値は果たすことはできないことは既にみた4.1)0

不変臼価値尺度が得られるや否や，支配労働量が測定単位として理論的意義

をもつよととなる。利潤率が与えられれば，例から標準タームの賃金が決定す

ることより，標準タ ムの賃金による支配する労働量 nは，

申時
1 r** 

n=一一一一 ----:;:-:;::一一w** rホキー-r

39) [4J，価値論田必要条件」および[7]毒照W

40) [24J 76ベジ参照。
41)複合的絶対生産期聞については若干白可能性が聾されている[l1J。
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と決まる。したがって; (6)に対して同をニ 1 メレーノレとすることと，例を測定

単位とすることは同値である。すなわち. (6)と凶から，

1 P .，.， 1 P 
"，**声PAX**=(1十r)o:*子可王子宮十L

この式に同から得られたdFを適用すれば， 標準純生産物タームの価格

声孟F が決まるo 附測定単位としても， 資本測定上の問題は一切生じ

ない。両測定単位の相異は次の点にある。賃金と利潤率がωを満たすことは，

賃金が標準純生産物のタームで測定されていることの必要十分条件と考えてよ

い。この支配労働量を測定単位に採用すれば，標準体系あるいは標準商品を実

際に構成するこ正な<.不変の価値尺度が得られる。

分配理論における労働価値論の第二の機能に関して。資本制生産の搾取関係

を析出するととには重要な意義がある。剰余を労働量タームで表わせば，搾取

の概念を明確にできる。しかし (1)で定義した価値を導入して，われわれは剰

余価値を表わしたけれども，この分析は定性的なものでしかなかった。

労働価値論の視点に立てば，スラヅファのモデノレにおいても，実物ないしは

価格額で，マクロ的な意味での剰余生産物が存在する4"。剰余生産物の背後に

は剰余労働を想定せざるをえないのではないか叫。労働価値論に必要な最低限

の要件は，労働か唯一の生産的要素であると仮定することである。この立場に

立てば，剰余概念が得られ，いかなるタームであろうと，定性的な搾取関係を

明かにできる。価値タームで集計する作業には，暗黙的に，上の労働価値論の

要件が前提されている。

議論は次のように集約できる。剰余分配理論のもとで，価値と分配との相互

依存関係により生ずる資本測定上の問題を，論理斉合的に解決する数量色して

は価値は役に立たない。この分配理論で，唯一，何値概念青採用できる場合は，

賃金が不変で，商品パスケットの形態をとるときである。しかし，より一般的

42) イ トウェルは必要労働時間を二週りに定着できるとしている[10Jp. 299. 同産出物の価値

に占める賃金のシェア-eして。 (Bj)号働者の生存手段として。

43) こ白点を強調したものに (19)，
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に，分配理論を構築するためには，価格次元の諸関係を問わねばならない。こ

の意味において，スラッファは価値次元を想定する必要なく，当該分配理論の

基本自J問題を解こうとした。その核心は不変の価値尺度論である。なお，剰余

分析という観点は背後に退いたとはいえ，剰余を把握できる理論構造となって

いる。ユラッファ理論がいかに展開可能であるかは3 これらかの研究を待たね

ばならない。

λ ラッファ埋論とマルクス理論との基本的認識の相異を二点あげておく。第

一点は，資本主義経済における分配の変化を本質的な現象とみるかどうかとい

うことである。もう一点は，資本主義経済において，価格次元を表象とみるか，

本質とみるかという点である O

付論

結合生産物が存存する場合の，分配の変イ|っと相対価格との関連について。各

部門が単一生産物しか生産しない場 ω

合に比べて，結合生産物が存在する

場合には，分配変化にともなう相対

価格運動はより複雑であるべ単一

商品生産の場合に得られた

，( p¥ 
結果〈注目))駒田/ は般に成一友.;I >0 

立しない。すなわち，分配の変化が

7 
o 3 Izl 

生じたとき，価格の変化分が賃金の変化分を越える商品が存在するかもしれな

い。したがって，そのような商品をニュメレーんとすれば，利潤率の下落にも

かかわらず，賃金は下落する。要素価格フロンティアは，単調な右下りの曲線

とはならない (3図参照〕。そして，同ーの賃金に対していくつかの利潤率が対

44) いかなる標準においても賃金白下落は刺潤率の上昇をもたらすという原則には，いまや例外

を認めな付ればならないJ (傍点は原著者)(35)ν61. 
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する。

したがって，賃金財パエケット B を集計するという先の作業において， ニ

ュメレーノレに選ぶ商品によっては，賃金の変化を正しく反映していないことに

なる。しかし，ある商品価格が分配変化に対して，し、かなる方向に変化するか

は， またしてもニュメレーノレの動きに依存して確定できない。単一商品生産の

場合にもまして，不変の価値尺度が必要となる。
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